
 

おはなし会は 

毎月
まいつき

第
だい

2日曜日
にちようび

です！ 

 

 

2023 年 1 月 8 日（月）成人の日 

開場：12：30 講演 13：00～15：00 

場所：中城村護佐丸歴史資料図書館 

   3 階 企画展示室 

入場料：無料 

講師：辻脇 稲子 氏 

 

※事前予約制 

※電話受付可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島にんじん だーいすき  

とっても おいしいよ 

護佐丸歴史資料図書館だより 
2023 年 12 月 1日発行 No.64（12月号） 

ごさまる通信 

歴史資料図書館ブログ 中城村護佐丸歴史資料図書館 
〒901-2407 
中城村字安里 215 番地 
ＴＥＬ：098-895-5302 

2023 No.
64

今年最後の開館日は、 

12月 27日（水）となります。
来年最初の開館日は、 

1月 4日（木）です。 

 

年末年始の休館中にご返却される方は、図

書館入口左手にある返却ポストをご利用

ください。今年も一年ありがとうございま

した。よいお年をお迎えください。 

 おはなし会は、何歳からでも、どなたでも 

ご参加いただけます。 

参加費や申込は必要ありません。 

どうぞお気軽にご参加ください♪ 

 

12 月 10 日（日） 

じかん…10：30～ 

ばしょ…１かいまどぎわスペース 

1 2
いいにんじん

月 1 2
いいにんじん

日は 

島にんじんの日です！！ 

島
しま

にんじんをしってもらい、たくさん食
た

べてもらえる 

ように、そしてずっとうけつがれていくように、中城村
なかぐすくそん

では 12月 12日を島
しま

にんじんの日
ひ

としています。 

12月 10日（日）のおはなし会に参加
さ ん か

した人
ひと

には、 

何
なに

かいいことがあるかも・・・！？ 

なるほど！初心者のための 

株 投資 iDeCo NISA 活用法 



開館カレンダー  :休館日 
 
12月 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29 30 31 

 

1月 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29 30 31 

 

開館カレンダー :閉館日 
 
8月 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29  30  31 

 

9月 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29  30 

 

 

                           

 

 

 

  

 

  

 

  

 タイトル 著者名 分類 

一般 ふがいない僕は空を見た 窪 美澄／著 B 913.6 ク 

一般 レモンと殺人鬼 くわがき あゆ／著 B 913.6 ク 

一般 アイヌ神謡集 
知里 幸惠／[翻訳] 

中川 裕／補訂 
B 929.2 ア 

児童 ぬまの 100かいだてのいえ いわい としお／作 E ヌ 

児童 威風堂々キツネの尻尾 ①～③ ソン・ウォンピョン／作 J 929 イ 

児童 レーエンデ国物語 ①～② 多崎 礼／著 Y 913.6 タ 

郷土 オキナワノスタルジックストリート ぎすじ みち／写真・文 K740ギ 

郷土 夢幻王国 又吉 栄喜／著 K913マ 

郷土 ぼくはもう怪獣じゃないぞ！ 
仲程 斎人／文 

ながお たくま／絵 
KE ボ 

新着図書 

館長通信 VOL.34  

おあか 
先日、桜坂劇場で『福田村事件』を見ました。1923 年の関東大震災の際、千葉県福田村（現野田市）で

実際に起きた自警団による暴行殺傷事件をテーマとした映画です。被害者は四国から来た薬売り一行で、

朝鮮人と間違われて襲われたのです。当時は「鮮人が大挙して襲撃に来る」等のデマが広く浸透しており、

各地で自警団が関所を設け通行人を誰何し、朝鮮人とみるや迫害を加える等の事態を惹起していました。

私が育った東京府千歳村（現世田谷区の一部）の烏山でも同様の事件があり、警視庁編纂の『大正大震火

災誌』（1925）は「鮮人十八名ト共ニ貨物自動車ニ乗ジ甲州街道ヲ辿リテ、當時淀橋署管内千歳村烏山字

中宿ニ来レル折シモ、自警團員七・八十名ハ鮮人ノ来襲ト誤認シ、自動車ヨリ引降シテ暴行ヲ加ヘ多數ノ

負傷者ヲ出スノ惨事ヲ生ジタリ」と記録しています。暴行されたうちの 1名は亡くなりました。自警団か

らは 12名が殺人容疑で逮捕・起訴されますが、執行猶予等で地元に帰ってきました。地域の人々は「皆

を代表して難儀してくれた」として彼らを温かく迎え、帰還を記念して烏山神社に 12本の椎の木を植え

ました。ところが、植樹の意味は時が経つと翻転し、昭和 50年代の世田谷区史は「被害にあった朝鮮人

を悼んで植えられた」と記しました。『九月、東京の路上で』（加藤直樹、2014）は、この件の経緯を詳し

く記載した興味深い一冊です。なお、烏山神社には今も４本の椎の木が残っています。 

司書おすすめの新着本を紹介します！ 

一般・児童・郷土の

おすすめ雑誌♬ 

THE21 2023年 11月号 

・「静かな人」が活きる仕事術 

・「ベテランの方にこそ遠慮しな

い」そう心に決めているんです 

：おはなし会 

『九月、東京の路上で』（加藤直樹著） 


